
2018.4 第48号 12

の し ろ 市 議 会 だ よ り 　

質
　
開
店
時
期
が
示
さ
れ
な
い
の
は
な
ぜ

か
。

答　

造
成
時
の
軟
弱
地
盤
対
策
等
で
地

盤
の
解
析
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

期
間
が
つ
か
め
な
い
こ
と
か
ら
開
店
時
期

の
明
示
は
さ
れ
て
い
な
い
。

質
　
猟
友
会
の
育
成
・
強
化
の
対
策
は
。

答　

市
で
も
30
年
度
か
ら
狩
猟
免
許
等
の

取
得
に
対
し
て
、
一
人
当
た
り
上
限
５
万

円
を
支
援
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
新
た
な

狩
猟
者
の
確
保
に
努
め
た
い
。

質
　
ミ
ョ
ウ
ガ
の
根
茎
腐
敗
病
対
策
は
。

答　

29
度
の
実
績
は
、
新
改
植
支
援
は
４

件
、
薬
剤
防
除
支
援
は
72
件
で
薬
剤
散
布

が
主
体
と
な
っ
て
お
り
、
出
荷
額
は
約
１

億
３
０
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

質
　
わ
ら
不
足
対
策
は
。

答　

農
協
の
み
ょ
う
が
部
会
等
の
意
見
を

伺
い
な
が
ら
、
効
果
的
な
支
援
を
研
究
し

た
い
。

質
　
旧
料
亭
金
勇
魅
力
向
上
促
進
事
業
の

工
事
内
容
は
。

答　

文
化
庁
の
補
助
事
業
を
利
用
し
、
外

壁
・
屋
根
の
改
修
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

文
化
庁
の
指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
補
修
等
を

行
う
予
定
で
、
重
要
文
化
財
と
し
て
の
外

観
を
損
ね
る
こ
と
な
く
工
事
を
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

（
小
林
秀
彦
）

●
条
例
に
盛
り
込
む
項
目
の
検
討

　

た
た
き
台
を
も
と
に
、
項
目
ご
と
に
検

討
を
行
っ
た
。

「
最
高
規
範
」
の
項
目
に
つ
い
て

意
見
　
条
例
間
に
上
下
を
付
け
る
こ
と
に

疑
問
を
感
じ
る
。

意
見
　
最
高
規
範
と
い
う
言
葉
は
誤
解
を

受
け
か
ね
な
い
。

意
見
　「
条
例
の
位
置
づ
け
」あ
る
い
は「
他

の
条
例
等
と
の
関
係
」と
し
た
ほ
う
が
よ
い
。

協
議
結
果　

引
き
続
き
検
討
を
要
す
る
。

「
議
長
等
選
出
前
の
決
意
表
明
」
の
項
目
に

つ
い
て

意
見
　
議
長
等
の
選
出
は
立
候
補
制
で
な

い
た
め
、
決
意
表
明
は
そ
ぐ
わ
な
い
。

意
見
　
項
目
の
見
出
し
か
ら
削
除
し
た
と

し
て
も
、
立
候
補
制
ま
た
は
所
信
表
明
は

必
要
。

協
議
結
果　

項
目
の
見
出
し
は
「
議
長
及

び
副
議
長
の
選
出
」
と
し
、
内
容
に
つ
い

て
は
引
き
続
き
検
討
を
要
す
る
。

「
議
員
間
の
自
由
討
議
」
の
項
目
に
つ
い
て

意
見
　
他
市
へ
の
視
察
状
況
で
は
結
果
が

出
て
い
な
い
と
伺
っ
て
お
り
、
削
除
し
た

ほ
う
が
よ
い
。

協
議
結
果　

引
き
続
き
検
討
を
要
す
る
。

「
報
告
会
お
よ
び
広
報
の
充
実
」
の
項
目
に

つ
い
て

意
見
　
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
、
そ
れ

ぞ
れ
条
項
を
分
け
た
ほ
う
が
よ
い
。

意
見
　
議
会
活
動
に
関
す
る
重
要
な
項
目

で
あ
り
、
再
度
会
派
で
検
討
し
た
い
。

協
議
結
果　

引
き
続
き
検
討
を
要
す
る
。

「
議
会
費
の
要
望
」
の
項
目
に
つ
い
て

意
見
　
基
本
条
例
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず

可
能
で
あ
る
た
め
削
除
し
て
も
よ
い
。

協
議
結
果　

引
き
続
き
検
討
を
要
す
る
。

「
緊
急
事
態
等
へ
の
対
応
」
の
項
目
に
つ
い
て

意
見
　
今
後
の
検
討
課
題
と
し
、
現
段
階

で
は
削
除
し
て
も
よ
い
。

協
議
結
果　

引
き
続
き
検
討
を
要
す
る
。

た
た
き
台
に
は
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
が
、

県
内
の
多
く
の
市
で
議
会
基
本
条
例
に
盛

り
込
ん
で
い
る
項
目
に
つ
い
て

意
見
　
本
市
で
も
必
要
性
の
有
無
を
検
討

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

協
議
結
果　

引
き
続
き
検
討
を
要
す
る
。

●
特
別
委
員
会
の
解
散

　

議
員
任
期
の
迫
る
中
、残
さ
れ
た
期
間
で
、

よ
り
掘
り
下
げ
た
討
論
を
行
う
こ
と
は
難
し

い
た
め
、
議
会
基
本
条
例
策
定
特
別
委
員
会

は
３
月
を
も
っ
て
解
散
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
本
委
員
会
で
の
こ
れ
ま
で
の
検

討
内
容
を
生
か
し
、
改
選
後
も
引
き
続
き

議
会
基
本
条
例
の
策
定
に
向
け
た
検
討
を

行
う
こ
と
を
要
望
す
る
旨
、
議
会
へ
報
告

し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
落
合
康
友
）

議
会
基
本
条
例
策
定

特
別
委
員
会

　

全
国
の
議
会
で
は
、
議
員
の
議
案
審
査

や
事
務
に
関
す
る
調
査
研
究
の
た
め
、
行

政
視
察
を
行
っ
て
い
ま
す
。
能
代
市
に
も

毎
年
多
く
の
議
会
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

29
年
度
は
13
市
議
会
、
94
人
が
来
能
さ

れ
、「
学
力
向
上
の
取
り
組
み
」
に
つ
い
て

６
市
が
視
察
し
た
ほ
か
、
左
記
の
項
目
に

つ
い
て
調
査
研
究
し
て
い
か
れ
ま
し
た
。

○
来
能
市
議
会

・
福
島
県
二
本
松
市

・
栃
木
県
宇
都
宮
市

・
埼
玉
県
ふ
じ
み
野
市

・
新
潟
県
十
日
町
市

・
愛
知
県
江
南
市

・
大
阪
府
大
阪
市

・
鹿
児
島
県
薩
摩
川
内
市

○
視
察
項
目

・
学
力
向
上
の
取
り
組
み

・
能
代
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
・
サ
ン
ピ
ノ

・
新
庁
舎
建
設
に
至
る
ま
で
の
経
緯
及
び

議
会
の
か
か
わ
り

・
教
育
環
境
の
整
備
（
学
校
統
合
）

・
特
色
あ
る
ま
ち
づ
く
り

・
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
ポ
イ
ン
ト

・
観
光
振
興
策

・
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
と
の
か
か
わ
り
と
銀
河
連
邦

交
流
事
業

・
子
ど
も
館
の
取
り
組
み

・
能
代
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

・
消
防
団
員
確
保
の
取
り
組
み　

29
年
度 

行
政
視
察
受
入
状
況

・
茨
城
県
下
妻
市

・
埼
玉
県
北
本
市

・
千
葉
県
市
原
市

・
長
野
県
佐
久
市

・
京
都
府
舞
鶴
市

・
沖
縄
県
沖
縄
市


